
 
 

１．目的 

当社は、旧原子力安全・保安院からの指示文書「原子力施設敷地内の破砕帯に

関する検討を踏まえた対応について（指示）」（2012 年 8 月 29 日付）及び第 23 回地

震・津波意見聴取会（2012 年 9 月 7 日開催）において了承された同院の対応方針案

に基づき、当社敷地内に分布する断層のデータ拡充を進めてまいりました。 

これを踏まえ、自主的にトレンチ調査を行うとともに、既存データの整理等を実

施しました。 

 

２．調査概要 

調査項目 調査内容 

地質観察 トレンチ法面及び底盤の地質観察・分析を行う。 

火山灰分析 重鉱物分析及び屈折率測定を行い、火山灰の同定を行う。 

微化石分析 顕微鏡観察を行い、珪藻、有孔虫、花粉等の微化石の同定を行う。

Ｘ線回折分析 Ｘ線の照射を行い、鉱物の種類の同定を行う。 

 

３．調査結果概要 

・ 敷地内には、ｆ－１断層、ｆ－２断層、ｆ－１ａ断層、ｆ－１ｂ断層及び 

ｆ－２ａ断層（以下、ｆ系断層という）とｓｆ－１断層～ｓｆ－５断層（以下、

ｓｆ系断層という）が分布します。 

・ ｆ系断層は概ね北東から南西の走向で、これまでに確認しているｆ－１断層及

びｆ－２断層に加え、それぞれから派生し、断層面が高角度で、断層規模（落差）

が小さいｆ－１ａ断層、ｆ－１ｂ断層及びｆ－２ａ断層があります。 

⇒ ｆ系断層については、トレンチ調査結果等から、少なくとも高位段丘堆積層 

（約 20 万年前）に変位及び変形を与えていないことを確認しました。 

・ また、ｓｆ系断層は概ね東西の走向で、トレンチ調査結果等から、断層部の 

性状が固結・ゆ着しているほか、鷹架層上部層に変位及び変形を与えておらず、

ｆ系断層に切られています。 

⇒ 少なくともｆ系断層の活動以前に活動した古い断層と判断されます。 

 

 

以上のことから、敷地内断層については、将来活動する可能性のある断層等では

ないこと及び地盤の安定性に問題がないことを確認しました。 

 

・ なお、敷地内断層については、第三者的な立場の専門家による国際レビューを

行った結果、将来活動する可能性のある断層等ではないとの評価をいただいて

おります。 

以 上 

 
 

 
 
 

 
 
 

敷地内におけるトレンチ調査等の結果について 

図―１ 敷地内断層位置図 

図―２ 敷地内地質断面図 

表―１ 敷地内地質層序表 
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